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分筆の登記に関する次のアからオまでの記述のうち、正しいものの組合せ
は、後記１から５までのうち、どれか。 

ア 甲土地の所有権の登記名義人であるＡが死亡した場合において、Ａの死
亡前にＢがＡから甲土地を買い受けていたが、当該売買に基づく甲土地の
所有権の移転の登記がされていないときは、Ｂは、甲土地の所有権を取得
したことを証する情報を提供して、甲土地の分筆の登記を申請することが
できる。
イ 賃借権の設定の登記がされている甲土地の所有権の登記名義人であるＡ
は、当該賃借権の登記名義人であるＢが承諾したことを証する情報を提供
することなく、甲土地の分筆の登記を申請することができる。
ウ 抵当権の設定の登記がされている甲土地から乙土地を分筆する分筆の登
記を申請する場合において、当該抵当権の登記名義人が分筆後の乙土地に
ついて当該抵当権を消滅させることを承諾したことを証する情報を提供し
たときは、分筆後の乙土地の登記記録には、当該抵当権が消滅した旨が記
録される。
エ Ａの相続財産の管理人として選任されたＢが、亡Ａ相続財産を所有権の
登記名義人とする土地の分筆の登記を申請するときは、その申請情報と併
せて家庭裁判所の許可を証する情報を提供しなければならない。
オ Ａ及びＢが所有権の登記名義人（持分は各２分の１）である土地の分筆
の登記をしようとする場合には、Ａが当該登記の申請情報と併せてＢがこ
れに承諾したことを証する情報を提供したとしても、Ａは、単独で、当該
登記の申請をすることはできない。
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ア ×
分筆の登記は、表題部所有者又は所有権の登記名義人以外の者は、申請
することができない（法 39 条１項）。よって、本肢のＢは、所有権の移転
の登記を受けた後でなければ、分筆の登記を申請することができない。 

イ 〇
分筆の登記の申請に、賃借権の登記名義人が承諾したことを証する情報
は添付情報とされていない。 

ウ ×
本肢のように抵当権の設定がされている甲土地から乙土地を分筆する際
に、乙土地について抵当権の消滅承諾があった場合、乙土地には抵当権の
登記は転写されない（規則 104 条２項）。 

エ ×
土地の分筆登記は管理行為だとされ、家庭裁判所の許可を得なくても、
分筆の登記を申請することができる（登記研究 516 号 195 頁参照）。 

オ 〇
分筆登記は所有者の意思により申請するもの（法 39 条１項）であるが、
共有物の軽微変更に該当し、所有者（表題部所有者または所有権の登記名
義人）またはその相続人の持分の価格の過半数の者で申請することができ
る。ただし、そのためには申請人となる必要があり、本肢のように共有持
分の価格を合算して過半数となる他の共有者の承諾書を提供するだけでは
足らない。 




